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コミュニケーション・オン・プログレス（CoP）では、2023 年から毎年、a) 最高経営責任者（CEO）が国連グロ

ーバル・コンパクトへの支持継続を表明するデジタル宣誓書の提出と、b) オンライン質問書への回答が、会

員企業に義務づけられる予定です。この参考資料では、オンライン質問書に盛り込まれる予定の設問を示

しています。 
 
オンライン質問書は全体として、会員企業にいくつかの形で付加価値を提供すべく作成されています。 
 
 コーポレート・サステナビリティ、国連グローバル・コンパクト 10 原則および持続可能な開発目標

（SDGs）に対する会員企業のコミットメントを示すことで、信頼性とブランド価値を高めます。 
 国連グローバル・コンパクト 10 原則に関する進捗を、一貫性のある調和した形で測定し、実証します。 
 見識を高め、学び、継続的に実績を改善する。この新たなプラットフォームでは、各段階で技術的な支

援やリソース、ガイダンスを提供していきます。足りない部分を特定し、一年ごとにサステナビリティの

実績を改善することにも役立つでしょう。 
 コーポレート・サステナビリティに関する、無償で、公開され、かつ比較可能な最大級のデータ・ソース

にアクセスし、他社と進捗を比較します。 
 
オンライン質問書は、5 つのセクションで構成されます。最初のガバナンスに関するセクションでは、企業の

サステナビリティ・ガバナンス体制を横断的に概観します。残る 4 つのセクション、（人権、労働、環境、腐敗

防止）では、国連グローバル・コンパクト 10 原則に関する企業の実績について尋ねます。各セクションで、

企業の前進に向けた決意を実証するプロセスや方針、社会や環境への負の影響を防ぐための取り組み、

実績評価指標、そしてグリーバンスに対処したり、学んだ教訓について考えたりするための是正・報告メカ

ニズムに関する設問に回答していただきます。 
 
とりわけ、人権と環境に関するセクションでは、企業によって多少の違いがあります。人権のセクションで、

企業はマテリアルな開示項目を選択する機会が与えられているほか、環境のセクションには、例えば水と生

物多様性について、それらをマテリアル（重要）な環境項目として捉える業種の会員企業のみが回答を求め

られる設問も含まれています。この文書には、全ての設問と回答の選択肢が掲載されていますが、デジタ

ル・プラットフォーム上では、全ての企業が全ての設問に答えるわけではありません。 
 
このオンライン質問書は、微細な修正が行われる可能性があることを、ご承知おきください。最終版は、デジ

タル・プラットフォーム上でご確認ください。設問の理論的根拠や計算方法など、さらなるガイダンスについて

は、CoP ガイドブックをご覧ください。 
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ガバナンス 
 
方針と責任 
 
G1. 貴社の取締役会、最高意思決定機関または最高経営幹部は、下記のいずれかを行っていますか。 
関連事項：GRI Disclosures 2-12, 2-14, 2-22 (2021) 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 自社にとっての持続可能な開発の重要性に関する年次報告書を発表しています。 
 人と環境の両方に対する影響に取り組む年次報告書を発表しています。 
 腐敗に対するゼロ容認を明記する年次報告書を発表しています。 
 組織としてのサステナビリティ目標を定めています。 
 環境・社会・ガバナンス（ESG）に関する報告作成を監督しています。 
 ビジネスモデルに関連する潜在的リスクを定期的に審査しています。 
 上記のいずれにも該当しません。 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
G2 貴社は下記のサステナビリティ項目につき、コミットメントを表明していますか。 
関連事項：GRI Disclosure 2-23 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 いいえ、今のところ 
優先課題とはしていません。 

いいえ。但し、2 年以内には 
表明を予定しています。 

はい。コミットメントは、 
自社の事業に 

重点を置いています。 

はい。コミットメントは、 
自社の事業とサプライヤー

を含みます。 

はい。コミットメントは、 
自社の事業とバリューチェーン 

（サプライヤー、消費者、 
地域社会、その他の商取引関係）

を含みます。 
人権 〇 〇 〇 〇 〇 
労働者の権利、ディー

セント・ワーク 〇 〇 〇 〇 〇 

環境 〇 〇 〇 〇 〇 
腐敗防止 〇 〇 〇 〇 〇 

 
URL、添付資料、また、必要に応じて、補足情報を提供してください：
___________________________________________________________________________  
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G3. 貴社は下記のサステナビリティ項目につき、 行動規範を設けていますか。 
関連事項：NASDAQ G6.1; GRI Disclosure 2-23 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 
いいえ。今のところ 

優先課題とは 
していません。 

いいえ。但し、2 年以内には 
設ける予定です。 

はい。行動規範は、従業員に

重点を置いています。 

はい。行動規範は、 
従業員とサプライヤーに 
重点を置いています。 

はい。当社の事業および 
バリューチェーン（サプライヤー、

消費者、地域社会、 
その他の商取引関係を含む） 

に重点を置いています。 

人権 〇 〇 〇 〇 〇 

労働者の権利、ディーセント・

ワーク 〇 〇 〇 〇 〇 

環境 〇 〇 〇 〇 〇 

腐敗防止 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
G4. 貴社は下記のサステナビリティ項目につき、責任を負う個人またはグループを任命していますか。 
関連事項：GRI Disclosure 2-13 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 

この項目に具体的に責任

を負う者は 
いません。 

はい。但し、成果に対する 
影響力は限られています。

（内部情報へのアクセスが 
限られている、決定権限が 

限定的など） 

はい。但し、成果に対する 
影響力はあまり大きく 

ありません。 
 

（関連情報にアクセスできる、

上級管理職に報告するなど） 

はい。一部の成果に直接の 
影響力を及ぼしています。 

 
（関連情報にアクセスできる、 
意思決定権のある上級管理職

が 1 人以上含まれるなど） 

はい。組織の最高レベルで直接

の影響力を及ぼしています。 
（関連情報にアクセスできる、 
組織の最高幹部が含まれる 

など） 

人権 〇 〇 〇 〇 〇 
労働者の権利、ディーセント・

ワーク 〇 〇 〇 〇 〇 

環境 〇 〇 〇 〇 〇 

腐敗防止 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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G5. 貴社には、下記のサステナビリティ項目に取り組む正式な体制（部署横断的委員会など）がありますか。 
関連事項：GRI Disclosures 2-9, 2-13 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 正式な体制はあり

ません。 

はい。但し、成果に対する 
影響力は限られています。 

 
（リスクを把握するための内部 
情報へのアクセスが限られて 

いる、関連部局や部署の代表が

ほとんど含まれていないなど） 

はい。但し、成果に対する 
影響力はあまり大きくありません。 
（関連リスクに取り組むうえで最も

妥当ないくつかの部署、部局また

は事業単位の代表が含まれる、 
関連情報にアクセスできる、 
上級管理職に報告するなど） 

はい。一部の成果に直接の 
影響力を及ぼしています。 

 
（関連リスクに取り組むうえで最も

妥当な部署、部局または事業単位

の代表が含まれている、関連情報

にアクセスできる、上級管理職が

1 人以上関与しているなど） 

はい。組織の最高レベルで 
直接の影響力を及ぼして 
います。（関連情報に全て 
アクセスできる、組織の最高

幹部が関与しているなど） 

人権 〇 〇 〇 〇 〇 
労働者の権利、ディーセント・

ワーク 〇 〇 〇 〇 〇 

環境 〇 〇 〇 〇 〇 

腐敗防止 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
予防 
 
G6. 貴社には、オペレーショナル・リスクを評価するプロセスがありますか。 
関連事項：GRI Disclosure 205-1 (2016) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

リスクの類型： 
いいえ。今のところ 

優先課題とは 
していません。 

いいえ。但し、 
2 年以内に用意する

計画です。 

はい。自社の事業に関連する 
プロセスがあります。 

 

はい。自社の事業、および 
サプライチェーンに関連する 

プロセスがあります。 
 

〔この欄にチェックする場合、 
それぞれについて 

G6.1 に回答してください。〕 

はい。自社の事業およびバリューチェーン 
（サプライヤー、消費者、地域社会、 

その他の商取引関係を含む）に関連する 
プロセスがあります。 

 
〔この欄にチェックする場合、 

それぞれについて 
G6.1 に回答してください。〕 

人権リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

労働者の権利リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

環境リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

腐敗リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________  
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G6.1 オペレーショナル・リスクを評価する際、人権、労働、環境、腐敗防止に関連するリスクが特に深刻となる可能性があるサプライヤー、その他の商

取引関係を特定しましたか。 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

リスクの類型： いいえ はい 

人権リスク 〇 〇 

労働者の権利リスク 〇 〇 

環境リスク 〇 〇 

腐敗リスク 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
G7. 貴社には、サステナビリティ項目に対する実際の、および潜在的影響を特定、予防、緩和および報告するためのデュー・ディリジェンス・プロセスがあ

りますか。 
関連事項：GRI Disclosures 2-12, 2-23-a-ii, 3-1, 3-3-d (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

リスクの類型： いいえ。今のところ優先

課題とはしていません。 
いいえ。但し、2 年以内に

用意する計画です。 

はい。自社の事業に関連 
するプロセスがあります。 

 

はい。自社の事業、および 
サプライチェーンに関連する 

プロセスがあります。 
 

〔この欄にチェックする場合、それぞれ

について G7.1 に回答してください。〕 

はい。自社の事業のほか、 
バリューチェーン（サプライヤー、消費

者、コミュニティ、その他の商取引関係

全体）に関連するプロセスがあります。 
 

〔この欄にチェックする場合、それぞれ

について G7.1 に回答してください。〕 

人権リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

労働者の権利リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

環境リスク 〇 〇 〇 〇 〇 

腐敗リスク 〇 〇 〇 〇 〇 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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G7.1.  デュー・ディリジェンス・プロセスにおいて、人権、労働、環境、腐敗防止に対する負のリスクが特に深刻となる可能性があるサプライヤー、商取引

関係を特定しましたか。 
関連事項：GRI Disclosures 2-23-e, 3-1 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

リスクの類型： いいえ はい 

人権リスク 〇 〇 

労働者の権利リスク 〇 〇 

環境リスク 〇 〇 

腐敗リスク 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
懸念通告・グリーバンス（是正・救済）メカニズム 
 
G8. サステナビリティに関連する貴社の行動について、働く人々が懸念を表明できるプロセスはありますか。 
関連事項：Reporting Guidance on the 10th Principle Against Anti-corruption – B3; GRI Disclosure 2-26 (2021)（択一式–いずれか一つを選んでください。） 
 
 いいえ。今のところ優先課題とはしていません。 
 いいえ。但し、2 年以内にプロセスを設ける予定です。 
 はい。非正規のプロセスがあります（上司その他を通じたものなど）。［G8.1 に回答してください。］ 
 はい。正規のプロセスがあります。［G8.1 に回答してください。］ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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G8 でいずれかの「はい」を選んだ回答者には、以下の調査事項が表示されます。 
G8.1. 貴社の行動に関し、働く人々が懸念を表明できるプロセスについて、さらに詳しい情報を提供してください。 
関連事項：GRI Disclosure 2-26 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 いいえ はい 

このプロセスは、全ての従業員・労働者に現地語で周知徹底されていますか。 〇 〇 

このプロセスは、従業員でなくとも利用できますか（サプライヤー、消費者、地域社会、およびその他の商取引関係など）。 〇 〇 

このプロセスは、極秘になっていますか（内部告発者向けプロセスなど）。 〇 〇 

報復を回避するためのプロセスは設けられていますか。 〇 〇 

サプライヤーやその他の商取引関係についても、懸念を表明できますか（顧客、パートナーなど）。 〇 〇 

その他（補足情報を提供してください。）［「はい」の場合、記述欄への入力が必須です。］ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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教訓 
 
G9. 貴社は下記の各サステナビリティ項目に関する教訓をどのように把握していますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-e (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 教訓を定期的には 
把握していません。 

必要に応じて、重大事故調査・レビュ

ーを行っています。 

重大事故調査・レビューを行い、 
それに応じて組織の方針・プロセス・ 

業務を修正しています。 

重大事故調査・レビューを行い、 
内外業務改善に学びを活用しています。 

人権 〇 〇 〇 〇 

労働者の権利、ディーセント・ワーク 〇 〇 〇 〇 

環境 〇 〇 〇 〇 

腐敗防止 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
役員報酬 
 
G10. 役員報酬を、下記のうち一つ以上のサステナビリティ項目に関する実績と関連づけていますか。 
関連事項：CDP W6.4 2022, CDP F4.3a 2022, CDP C1.3a (2022); Nasdaq G3 2335; GRI Disclosure 2-19 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 いいえ。今のところ優先課題として

おりません。 
いいえ。但し、2 年以内に 

そうすることを予定しています。 はい。 

人権 〇 〇 〇 

労働者の権利、ディーセント・ワーク 〇 〇 〇 

環境 〇 〇 〇 

腐敗防止 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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取締役会の構成 
 
G11. 貴社の取締役会・最高ガバナンス機関について、詳細を記入してください。 
関連事項：ISAR D.1.2., ISAR D.1.3.; GRI Disclosures 2-9 (2021), 405-1 (2016) 
（各行につき、割合とコメントを記入してください。） 
 

 数値 該当せず 

取締役総数（実数） ＿＿＿＿＿ 〇 

男性（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

女性（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

ノンバイナリー（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

30 歳未満（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

30~50 歳（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

50 歳超（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

マイノリティまたは社会的弱者集団に属する人（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

経営幹部（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

社外（%） ＿＿＿＿＿ 〇 

補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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データ保証 
 
G12. 下記を遵守したサステナビリティ報告を作成していますか。 
関連事項：Nasdaq G9.1 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 サステナビリティに関する国・地方の法規 
 証券取引所規則 
 欧州連合非財務情報開示指令（NFRD）／欧州連合企業サステナビリティ報告指令（CSRD） 
 グローバル・レポーティング・イニシアチブ（GRI） 
 サステナビリティ会計基準審議会（SASB、現在は IFRS 財団に統合） 
 国際統合報告評議会（IIRC、現在は IFRS 財団に統合） 
 気候変動開示基準委員会（CDSB、現在は IFRS 財団に統合） 
 気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD） 
 その他の自発的枠組み（補足情報を記入してください。）［記述欄への入力が必須です。］ 
 
 この CoP 以外に、いかなる枠組みまたは規制に基づくサステナビリティ報告も作成していません。 

補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 

 

G13. この質問書で開示された情報は、第三者によって保証されていますか。 
関連事項：CDP C10.1 2022; GRI Disclosure 2-5 (2021) 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 いずれの指標についても保証を受けていません。 
 一部の指標について限定的保証を受けています（GHG 排出量のみなど）。 
 大半の指標について限定的保証を受けています。 
 一部の指標について合理的保証を受けています。 
 大半の指標について合理的保証を受けています。 
 その他（補足情報を提供してください。）［記述欄への入力が必須です。］ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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人権 
 
マテリアリティ 
 
HR1. その深刻度（潜在的に人々に最も重大な負の影響を及ぼすなど）、またはそれ以外の根拠に基づき、貴社の事業やバリューチェーンに関し、下記

のうちいずれをマテリアルな人権項目として捉えていますか。［最もマテリアルな項目を 5 つ選んでください。］ 
関連事項：GRI Disclosure 3-2 (2021) 
（当てはまるものを全て選んでください。）［５つまで］ 
 
 結社の自由と団体交渉権の実効的承認 
 児童労働 
 強制労働 
 雇用と職業に関する差別禁止 
 安全で健康的な労働環境 
 労働条件（賃金、労働時間）［設問 L1、L2、L3、L4、L5、L12 の「労働条件（賃金、労働時間）」の項目にも回答してください。］ 
 表現の自由［設問 HR2~HR7 の「表現の自由」の項目にも回答してください。］ 
 水と衛生へのアクセス［設問 HR2~HR7 の「水と衛生へのアクセス」の項目にも回答してください。］ 
 デジタル保護・プライバシー［設問 HR2~HR7 の「デジタル保護・プライバシー」の項目にも回答してください。］ 
 ジェンダー平等および女性の権利［設問 HR2~HR7 の「ジェンダー平等および女性の権利」の項目にも回答してください。］ 
 先住民族の権利［設問 HR2~HR7 の「先住民族の権利」の項目にも回答してください。］ 
 難民と移民の権利［設問 HR2~HR7 の「難民と移民の権利」の項目にも回答してください。］ 
 その他 ____________________ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
注記：労働者の権利項目（結社の自由と団体交渉権の実効的承認、児童労働、強制労働、雇用と職業に関する差別禁止、安全で健康的な労働環境）は人権の一形態であるため、

完全を期す意味でこの設問に含めました。この設問でこれら労働関連項目がマテリアルとして選択されたか否かに関らず、次のセクション（L1 以降）で、これら労働者の権利項目に

ついて、全ての企業が詳細な情報提供を求められます。以下では、この設問でマテリアルとされたその他の人権項目につき、7 つの追加質問をします。 
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コミットメント 
 
HR2. 貴社には下記の人権項目に取り組む方針コミットメントがありますか。HR1 で選択した人権項目についてのみ、マトリクスで回答してください。 
関連事項：GRI Disclosures 2-23-a-iv, 2-23-b, 3-3-c (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

人権に関する項目： いいえ。方針を策定する 
予定はありません。 

いいえ。但し、2 年以内に用意

する計画です。 

はい。より幅広い方針に盛り込まれているか、 
個別の方針があります。 

［HR2.1 に回答してください。］ 

該当する人権方針を最後に見直した年を

入力してください。 
（YYYY） 

表現の自由 〇 〇 〇 ________ 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 ________ 

デジタル保護・プライバシー 〇 〇 〇 ________ 
ジェンダー平等および女性の

権利 〇 〇 〇 ________ 

先住民族の権利 〇 〇 〇 ________ 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 ________ 

 
URL、添付資料、また、必要に応じて、補足情報を提供してください：________________________________________________ 
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HR2 で「はい」と答えた場合には、該当する各項目につき、下記の設問が表示されます。 
 
HR2.1. それぞれの人権方針コミットメントにつき、該当するのはどれですか。  
関連事項：GRI Disclosures 2-23-c, 2-23-d, 2-23-e (2021) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

人権に関する項目： 
国際人権基

準と整合し

ています。 

一般に公表

されていま

す。 

自社の最高幹

部レベルで承認

を受けていま

す。 

自社の事業

に適用され

ています。 

自社の事業、お

よびサプライチェ

ーンに適用され

ています。 

自社の事業、およびバリュ

ーチェーン 
（サプライヤー、 

消費者、地域社会、その

他の商取引関係を含む）

に適用されています。 

人権に関する社内・社

外の専門的知見を活

用して策定されていま

す。 

その他（補足情報

を提供してくださ

い。） 
 

［記述欄への入力

が必須です。］ 

表現の自由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

デジタル保護・プライバシー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
ジェンダー平等および女性

の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

先住民族の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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予防 
 
HR3. 報告期間中、貴社は下記の人権項目に関し、影響を受ける可能性のあるステークホルダーまたはその正当な代表と対話しましたか。HR1 で選択

した人権項目についてのみ、マトリクスに表示されます。 
関連事項： GRI Disclosures 3-1-b, 3-3-f (2021)（マトリクス式 –各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

人権に関する項目： 
この項目につい

て対話は行って

いません。 

該当するリスク・影響の

理解向上を図るために

対話。 

該当するリスク・影響の

予防・軽減策について 
話し合うために対話。 

該当するリスク・影響を

予防・軽減するための 
方法について 

合意するために対話。 

該当するリスク・影響の 
予防・軽減に関する 

進捗状況を 
評価するために対話。 

該当するリスク・影響の 
予防・軽減に向けて 

協力するために対話。 

表現の自由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

デジタル保護・プライバシー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
ジェンダー平等および女性

の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

先住民族の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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HR4. 報告対象期間中、貴社は以下の人権項目に関連するリスク・影響を予防・軽減するために、どのような方策を取りましたか。HR1 で選択した人権

項目のみ、マトリクスに表示されます。 
関連事項： GRI Disclosure 3-3-d (2021) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

人権に関する項目： 
報告対象期間中に 

取った方策は 
ありません。 

直接雇用の従業員

を対象とした、社内

研修・能力構築の

提供。 

関連の商取引関係

（サプライヤー、 
消費者、地域社会 
など）の能力構築。 

監査プロセス、是正

措置計画の実施。 

他社またはその他の 
ステークホルダーと、この

課題に取り組むための 
コレクティブ・アクション。 

政府機関または 
規制当局との 

協力。 

その他（補足情報を 
提供してください。） 

 
［記述欄への入力が

必須です。］ 

表現の自由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
デジタル保護・プライバ

シー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ジェンダー平等および

女性の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

先住民族の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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HR5. 下記の人権項目について、誰が研修を受けていますか。HR1 で選択した人権項目についてのみ、マトリクスに表示されます。 
関連事項： GRI Disclosure 3-3-d (2021) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

人権に関する項目： 研修は行われていま

せん。 一部の従業員 全従業員 請負業者 直接サプライヤー 間接サプライヤー その他（パートナー、

顧客など） 

表現の自由 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

デジタル保護・プライバシー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
ジェンダー平等および女性の

権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

先住民族の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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HR6. 貴社は下記の人権項目に関連するリスク・影響の予防・軽減に関する進捗状況をどのように評価していますか。HR1 で選択した人権項目につい

てのみ、マトリクスに表示されます。 
関連事項： GRI Disclosure 3-3-e (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

人権に関する項目： 進捗状況のモニタリン

グは行っていません。 
随時検討を 

行っています。 

年間のターゲット・目標を

定め、時系列的な進捗 
状況を追跡しています 
（内部プログラムのみ）。 

年間のターゲット・目標を

定め、時系列的な進捗 
状況を追跡しています 

（内部と外部の 
プログラム）。 

その他（補足情報を 
提供してください。） 
［記述欄への入力が 

必須です。］ 

表現の自由 〇 〇 〇 〇 〇 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 〇 〇 

デジタル保護・プライバシー 〇 〇 〇 〇 〇 

ジェンダー平等および女性の権利 〇 〇 〇 〇 〇 

先住民族の権利 〇 〇 〇 〇 〇 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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対応と報告 
HR7. 報告対象期間中、貴社が下記の人権項目に関連する負の影響を生じさせたか、これを助長した場合、救済措置の提供、または促進に関わったこ

とはありますか。HR1 で選択した人権項目についてのみ、マトリクスに表示されます。 
関連事項： GRI Disclosure 3-3-d-ii (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

人権に関する項目： いいえ。救済措置がないか、 
機能していません。 

はい。救済措置があるか、 
機能しています。 

負の影響は特定 
されませんでした。 

または、生じませんでした。 
開示を望みません。 

表現の自由 〇 〇 〇 〇 

水と衛生へのアクセス 〇 〇 〇 〇 

デジタル保護・プライバシー 〇 〇 〇 〇 

ジェンダー平等および・または女性の権利 〇 〇 〇 〇 

先住民族の権利 〇 〇 〇 〇 

難民と移民の権利 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
HR8. 設定した目標や、直面した課題、予防・救済に向けて取った行動を含め、人権原則を実践するために貴社が報告対象期間中に取ったか、今後取

ることを予定している、その他の実践行動について、簡潔に説明してください。 
関連事項： GRI Disclosures 3-3-c and 3-3-d (2021)  
（記述欄） 

  
 



 

22 
 

労働 
 
コミットメント 
 
L1. 貴社には下記の労働者の権利に取り組む方針コミットメントがありますか。「労働条件（賃金、労働時間）」に関する選択肢は、HR1 で選択された場合

にのみ表示されます。 
関連事項： GRI Disclosure 3-3-c (2021) for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018)  
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

労働に関する項目： 
いいえ。方針を策

定する予定はあり

ません。 

いいえ。但し、2 年以

内に用意する計画 
です。 

はい。より幅広い方針に盛り込まれているか、個別の

方針があります。[L1.1と L1.2 に回答してくださ

い。] 

該当せず。（補足情報を

提供してください。） 

[記述欄への入力が必須で

す。] 

該当する方針を最後に見直

した年を入力してくださ

い。（YYYY） 

結社の自由と団体 
交渉権の実効的承認 〇 〇 〇 〇 ________ 

強制労働 〇 〇 〇 〇 ________ 

児童労働 〇 〇 〇 〇 ________ 

雇用と職業に関する 
差別禁止 〇 〇 〇 〇 ________ 

安全で健康的な 
労働環境 〇 〇 〇 〇 ________ 

労働条件 
（賃金、労働時間） 〇 〇 〇 〇 ________ 

 
 
URL、添付資料、また、必要に応じて、補足情報を提供してください： 
________________________________________________ 
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L1 で「はい」と答えた場合には、該当する各項目につき、下記の設問が表示されます。 
L1.1. それぞれの労働者の権利方針コミットメントにつき、該当するのはどれですか。 
関連事項： ILO C155 - Occupational Safety and Health Convention 1981 (No. 155); GRI Disclosures 2-23-c, 2-23-d, 2-23-e (2021) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

労働に関する項目： 

国際労働基

準と整合し

ています。 

一般に公

表されて

います。 

自社の最高

幹部レベル

で承認を受

けていま

す。 

自社の業

務に適用

されてい

ます。 

自社の業

務および

サプライ

ヤーに適

用されて

います。 

自社のサプライチェーンおよ

びバリューチェーンに適用さ

れています。（サプライヤ

ー、消費者、地域社会、商取

引関係含む） 

労働者とそ

の代表者と

の協議によ

り策定され

ています。 

労働者の権利に関

する社内・社外の

専門的知見を活用

して策定されてい

ます。 

その他（補足情報

が必須です。） 

 

［記述欄への入力

が必須です。］ 

結社の自由と団体交渉

権の実効的承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

強制労働 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

児童労働 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

雇用と職業に関する差

別禁止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

安全で健康的な労働環

境 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

労働条件（賃金、労働

時間） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください： 
____________________________________________________________________________ 
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L1 で「はい」と答えた場合には、該当する各項目につき、下記の設問が表示されます。 
L1.2. 貴社において、結社の自由と団体交渉に関する方針にはどのような項目が含まれていますか。 
関連事項： ILO, Freedom of Association and Protection of the Right to Organise Convention, 1948 (No. 87); GRI Disclosure 2-30 (2021) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

労働に関する項目： 
いいえ。方針に含める予定は

ありません。 

いいえ。但し、2 年以内に用

意する計画です。 

はい。関連した方針に 

含まれています。 

該当せず。 

[記述欄への入力が 

必須です。] 

すべての労働者が脅迫や報復を恐れずに自ら選

択した労働組合を結成・加入する権利を尊重し、

反組合的な差別行為から労働者を保護すること 
〇 〇 〇 〇 

労働組合へのあらゆる干渉行為を禁止 〇 〇 〇 〇 

労働組合代表との団体交渉を促進 〇 〇 〇 〇 

真摯な交渉を行うために、労働組合代表に対し有

意義な交渉に必要な情報を提供 〇 〇 〇 〇 

労働者が苦痛を伴わずにグリーバンスを提出す

る権利を尊重 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください： 
____________________________________________________________________________ 
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予防 
 
L2. 報告対象期間中、貴社は下記の労働者の権利に関し、影響を受ける可能性のあるステークホルダーまたはその正当な代表と対話しましたか。 

「労働条件（賃金、労働時間）」に関する選択肢は、HR1 で選択された場合にのみ表示されます。 
関連事項：GRI Disclosures 3-1-b and 3-3-f (2021) for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

労働に関する項目： 
この項目について

対話は行っていま

せん。 

該当するリスク・影響

の理解向上を図るた

めに対話。 

該当するリスク・影響

の予防・軽減策につ

いて話し合うために

対話。 

該当するリスク・影響

の予防・軽減するた

めの方法について合

意するために対話。 

該当するリスク・ 
影響の予防・軽減策に

関する進捗状況を評価

するために対話。 

該当するリスク・影

響の予防・軽減に

向けて協力するた

めに対話。 

その他（補足情報を提

供してください。） 
 

［記述欄への入力が必

須です。］ 

結社の自由と団体交渉

権の実効的承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

強制労働 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

児童労働 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

雇用と職業に関する差

別禁止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

安全で健康的な労働環

境 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

労働条件（賃金、労働

時間） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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L3. 報告対象期間中、貴社は下記の労働者の権利に関連するリスク・影響を予防・軽減するために、どのような方策を取りましたか。 
「労働条件（賃金、労働時間）」に関する選択肢は、HR1 で選択された場合にのみ表示されます。 

関連事項：GRI Disclosure 3-3-d (2021) for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

労働に関する項目： 
報告対象期間

中に取った方策

はありません。 

直接雇用の従業員を

対象に、社内研修・能

力構築。 

関連の商取引関係

（サプライヤー、消費

者、地域社会など）の

能力構築。 

監査プロセス、是正

措置計画の実施。 

他社またはその他のス

テークホルダー、特に労

働者団体などと、この課

題に取り組むためのコ

レクティブ・アクション。 

政府機関または規

制当局との協力。 

その他（補足情報を提

供してください。） 
 

［記述欄への入力が

必須です。］ 

結社の自由と団体交渉

権の実効的承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

強制労働 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

児童労働 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

雇用と職業に関する差

別禁止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

安全で健康的な労働環

境 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

労働条件（賃金、労働

時間） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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L4. 下記の労働者の権利について、誰が研修を受けていますか。 
「労働条件（賃金、労働時間）」に関する選択肢は、HR1 で選択された場合にのみ表示されます。 

関連事項：GRI Disclosure 3-3-d (2021) for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 
 

労働に関する項目： 研修は行われていませ

ん。 一部の従業員 全従業員 請負業者 直接サプライヤー 間接サプライヤー その他（パートナー、

顧客など） 

結社の自由と団体交渉

権の実効的承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

強制労働 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

児童労働 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

雇用と職業に関する差

別禁止 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

安全で健康的な労働環

境 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

労働条件（賃金、労働

時間） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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L5. 貴社は下記の労働者の権利に関連するリスク・影響の予防・軽減に関する進捗状況をどのように評価していますか。 
「労働条件（賃金、労働時間）」に関する選択肢は、HR1 で選択された場合にのみ表示されます。 

関連事項：GRI Disclosure 3-3-e (2021) for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

労働に関する項目： 進捗状況のモニタリング

は行っていません。 
随時検討を行って

います。 

年間のターゲット・目標を

定め、時系列的な進捗状

況を追跡しています。（内

部プログラムのみ） 

年間のターゲット・目標を

定め、時系列的な進捗状

況を追跡しています。（内

部と外部のプログラム） 

その他（補足情報を 
提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

結社の自由と団体交渉権の実効的承認 〇 〇 〇 〇 〇 

強制労働 〇 〇 〇 〇 〇 

児童労働 〇 〇 〇 〇 〇 

雇用と職業に関する差別禁止 〇 〇 〇 〇 〇 

安全で健康的な労働環境 〇 〇 〇 〇 〇 

労働条件（賃金、労働時間） 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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実績 
 
L6.  現行の団体交渉協約は、法律より有利な権利を提供していますか。  
（当てはまるものすべて選択してください） 
 
 いいえ。 
 はい。賃金に関し、より有利な条件を提供しています。 
 はい。労働時間に関し、より有利な条件を提供しています。 
 はい。健康保険や病気休暇に関し、より有利な条件を提供しています。 
 はい。その他の協約に含まれない、追加的な権利を提供しています。（補足情報を提供してください） [記述欄への入力が必須です。] 
 既存の団体交渉協約はありません。 

 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
 
 
 
L7. 報告対象期間中、管理職に就いている女性の割合（％）は、どの程度でしたか。 

関連事項： ISAR C.1.1.  
 

 女性の割合（%） 不明 

管理職 ________ 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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L8. 報告対象期間中、同一価値の労働を行う男性と比較して、女性の基本給と報酬の平均的な割合を記入してください。 
関連事項：GRI Disclosure 405-2 (2016)  
 

 報酬の比率（％） 不明 
開示を望みません。 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

女性／男性 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
L9. 報告対象期間中、労働者が負傷した頻度（労働時間当たりの負傷件数）はどのくらいですか？ 
関連事項：ISAR C.4.2; GRI Disclosure 403-9 (2018)  

 負傷の頻度 不明 
開示を望みません。 

 
［記述欄への補足説明が必須です。］ 

負傷の頻度 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
L10. 報告対象期間中、貴社の労働災害発生率（労働者一人当たりの負傷件数）についてお答えください。 
関連事項：ISAR C.4.2; GRI Disclosure 403-9 (2018) 

 労働災害発生率 不明 
開示を望みません。 

 
［記述欄への補足説明が必須です。］ 

労働災害発生率 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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対応と報告 
 
L11. 報告対象期間中、貴社が以下の労働権のテーマに関連する負の影響を与えたか、これを助長した場合、救済措置の提供、または促進に関わりま

したか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-d-ii (2021)’ for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018) 
（1 行につき 1 つの選択肢を選択してください） 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
L12.  設定した目標や、直面した課題、予防・救済に向けて取った行動を含め、労働原則を実施するために貴社が報告対象期間中に取ったか、今後取

ることを予定している、その他の実践行動について、簡潔に説明してください。 
関連事項：GRI Disclosures 3-3-c and 3-3-d (2021) for topics GRI 407 (2016), GRI 409 (2016), GRI 408 (2016), GRI 406 (2016), GRI 403 (2018)  
（記述欄） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
いいえ。救済措置がな

いか、 
機能していません。 

はい。救済措置があるか、機能

しています。 
負の影響は特定されませんでした。 

または、与えませんでした。 
開示を望みません。 

[記述欄への入力が必須です。] 

結社の自由と団体交渉権

の実効的承認 〇 〇 〇 〇 
 

強制労働 〇 〇 〇 〇 

児童労働 〇 〇 〇 〇 

雇用と職業に関する差別

禁止 〇 〇 〇 〇 

安全で健康的な労働環境 〇 〇 〇 〇 

労働条件（賃金、労働時

間） 〇 〇 〇 〇 
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環境 
 
コミットメント 
 
E1. 貴社には下記の環境項目に取り組む方針コミットメントがありますか。 
関連事項：CDP C4.1 2022, CDP F6.1 2022, CDP W6.1 2022, GRI Disclosure 3-3-c (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), 
GRI 302 (2016) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

環境に関する項目： いいえ。方針を策定す

る予定はありません。 
いいえ。但し、2 年以内に用

意する計画です。 

はい。より幅広い方針に盛り込ま

れているか、個別の方針がありま

す。［E1.1 に回答してください。］ 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

該当する方針を最後に見直し

た年を入力してください。 
（YYYY） 

気候変動 〇 〇 〇 〇 ________ 

水 〇 〇 〇 〇 ________ 

海洋 〇 〇 〇 〇 ________ 
森林・生物多様性・土地

利用 〇 〇 〇 〇 ________ 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 ________ 
廃棄物（化学物質流出、

固形廃棄物、有害物、プ

ラスチックなど） 
〇 〇 〇 〇 ________ 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 ________ 

 
URL、添付文書、または必要に応じて補足情報を提供してください：________________________________________________ 
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E1 のいずれかの項目で「はい」と答えた場合には、該当する各項目につき、下記の設問が表示されます。 
E1.1. それぞれの環境方針コミットメントにつき、該当するのはどれですか。 
関連事項：CDP C4.1 2022, CDP F6.1 2022, CDP W6.1 2022; GRI Disclosures 2-23-c, 2-23-d, 2-23-e (2021) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

環境に関する項目： 国際環境基準と

整合しています。 
一般に公表さ

れています。 

自社の最高幹部

レベルで承認を

受けています。 

自社の事業に適

用されています。 

自社の業務および

サプライヤーに適

用されています。 

自社のサプライチェー

ンおよびバリューチェ

ーンに適用されていま

す。（サプライヤー、消

費者、地域社会、商

取引関係含む） 

環境に関する社

内・社外の専門的

知見を活用して策

定されています。 

その他 
（補足情報を提供し

てください。） 
 

［記述欄への入力

が必須です。］ 

気候変動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

海洋 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
森林・生物多様性・土

地利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
廃棄物（化学物質流

出、固形廃棄物、有害

物、プラスチックなど） 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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予防 
 
E2. 報告対象期間中、貴社は下記の環境項目に関し、影響を受ける可能性のあるステークホルダーまたはその正当な代表と対話しましたか。 
関連事項：GRI Disclosures 3-1-b and 3-3-f (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016), and GRI Disclosure 201-
2-a-iv (2016) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

環境に関する項目： この項目について対

話は行っていません。 

該当するリスク・影

響の理解向上を図

るために対話。 

該当するリスク・影響の

予防・軽減策について

話し合うために対話。 

該当するリスク・影響

を予防・軽減するため

の方法について合意

するために対話。 

該当するリスク・影

響の予防・軽減に関

する進捗状況を評

価するために対話。 

該当するリスク・影響の

予防・軽減に向けて協

力するために対話。 

その他 
（補足情報を提供して

ください。） 
 

［記述欄への入力が

必須です。］ 

気候変動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

海洋 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
森林・生物多様性・土

地利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
廃棄物（化学物質流

出、固形廃棄物、有害

物、プラスチックなど） 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E3. 報告対象期間中、貴社は以下の環境項目に関連するリスク・影響を予防・軽減するために、どのような方策を取りましたか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-d (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016), and GRI Disclosure 201-2-iv (2016) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

環境に関する項目： 
報告対象期間中に

取った方策はあり

ません。 

直接雇用の従業員を

対象に、社内研修・能

力構築。 

関連の商取引関係

（サプライヤー、消費

者、地域社会）の能力

構築。 

監査プロセス、是正

措置計画の実施。 

他社またはその他の

ステークホルダーと、

この課題に取り組む

ためのコレクティブ・ア

クション。 

政府機関または規制

当局との協力。 

その他 
（補足情報を提供し

てください。） 
 

［記述欄への入力が

必須です。］ 

気候変動 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

水 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

海洋 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
森林・生物多様性・土

地利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
廃棄物（化学物質流

出、固形廃棄物、有害

物、プラスチックなど） 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E4. 貴社は下記の環境項目に関連するリスク・影響の予防・軽減に関する進捗状況をどのように評価していますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-e (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016), and GRI Disclosure 201-2-a-iv (2016) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

環境に関する項目： 進捗状況のモニタリング

は行っていません。 
随時検討を行っていま

す。 

年間のターゲット・目標を

定め、時系列的な進捗状

況を追跡しています（内

部プログラムのみ）。 
 

［E4.1 に回答してくださ

い。］ 

年間のターゲット・目標を定

め、時系列的な進捗状況を

追跡しています（内部と外部

のプログラム）。 
 

［E4.1 に回答してください。］ 

その他 
（補足情報を提供してくだ

さい。） 
 

［記述欄への入力が必須

です。］ 

気候変動 〇 〇 〇 〇 〇 

水 〇 〇 〇 〇 〇 

海洋 〇 〇 〇 〇 〇 

森林・生物多様性・土地利用 〇 〇 〇 〇 〇 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 〇 

廃棄物（化学物質流出、固形廃棄物、有害物、プラス

チックなど） 〇 〇 〇 〇 〇 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E4 で年間ターゲットを定めていると回答した方には、該当する各項目につき下記の設問が表示されます。 
 
E4.1. 貴社が期限付き目標・ターゲットを設定している各項目について、どのような種類のターゲットを定めていますか。 
関連事項：CDP F6.1 2022; GRI Disclosure 3-3-e (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016), and GRI Disclosure 
201-2-a-iv(2016) 
（各項目につき記述欄に記入ください） 
 
ターゲットの説明（ターゲットの内容、絶対値か原単位か、外部認証の有無、達成の目途など） 
 
気候変動     _____________________________________________________________________________ 
 
水      _____________________________________________________________________________ 
 
海洋      _____________________________________________________________________________ 
 
森林・生物多様性・土地利用   _____________________________________________________________________________ 
 
大気汚染     _____________________________________________________________________________ 
 
廃棄物（化学物質流出、固形廃棄物、有害物、プラスチックなど）_________________________________________________________________ 
 
エネルギーと資源利用    _____________________________________________________________________________ 
 
 
 
補足情報を提供してください：   _____________________________________________________________________________ 
 
  



 

38 
 

E4 で年間ターゲットを定めていると回答した場合には、該当する各項目につき下記の設問が表示されます。 
 
E4.2. 貴社が期限付き目標・ターゲットを定めている場合、ターゲット・目標の達成に向けた進捗状況はどのように追跡していますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-e (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016), and GRI Disclosure 201-2-a-iv (2016) 
（各行につき、当てはまるものを全て選んでください。） 
 

環境に関する項目： 
年 1 度またはそれ以上の頻度で、

目標に進捗を照らし合わせていま

す。 

進捗状況は社内で最高幹部に報

告されています。 進捗状況は外部に報告されています。 

その他 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

気候変動 〇 〇 〇 〇 

水 〇 〇 〇 〇 

海洋 〇 〇 〇 〇 

森林・生物多様性・土地利用 〇 〇 〇 〇 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 
廃棄物（化学物質流出、固形廃棄

物、有害物、プラスチックなど） 〇 〇 〇 〇 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E5. 報告対象期間中、貴社が下記の環境項目に関連する負の影響を生じさせたか、これを助長した場合、救済措置の提供・促進に関わったことはあり

ますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-d-ii (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016), and GRI Disclosure 201-2-a-iv 
(2016) 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

環境に関する項目： いいえ、救済措置が提供・

促進されませんでした 
はい、救済措置が提

供・促進されました 

負の影響は特定されませんで

した。または、生じませんでし

た。 
開示を望みません。 

気候変動 〇 〇 〇 〇 

水 〇 〇 〇 〇 

海洋 〇 〇 〇 〇 

森林・生物多様性・土地利用 〇 〇 〇 〇 

大気汚染 〇 〇 〇 〇 

廃棄物（化学物質流出、固形廃棄物、有害物、プラスチックなど） 〇 〇 〇 〇 

エネルギーと資源利用 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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気候変動 
 
E6. 報告対象期間中の貴社のスコープ 1 および/またはスコープ 2 温室効果ガス総排出量はどれだけでしたか。 
関連事項：CDP C6.1 2022, CDP C6.3 2022,  GRI Disclosures 305-1, 305-2 (2016); ISAR B.3.1; ISAR B.3.2 
（各行につき、答えを一つ選んだうえで、記述欄に記入してください。） 
 
 

  

 測定された排出量（tCO2e） 
排出量を測定していません 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

スコープ 1 排出量 ________ 〇 

スコープ 2 排出量 ________ 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
 
E7. 報告対象期間中の貴社のスコープ 3 温室効果ガス総排出量はどれだけでしたか。 
関連事項：CDP C6.5 2022, GRI Disclosures 305-3 (2016) 
（択一式–いずれか一つを選んでください。） 
 
 スコープ 3 温室効果ガスの排出量を測定しました（補足情報欄に測定値を tCO2e で記入してください）［E7.1 に回答してください。］ 
 スコープ 3 排出量を測定していません 
 
測定された排出量（tCO2e）または補足情報を提供してください：___________________________________________________________________ 
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E7 でスコープ 3 排出量を測定していると回答した場合には、設問 E7.1 が表示されます。 
 
E7.1. 貴社のスコープ 3 排出量算定は、どのスコープ 3 カテゴリーを含みますか。 
関連事項：GRI Disclosure 305-3 (2016); CDP C6.5 2022 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 購入した製品・サービス 
 資本財 
 燃料およびエネルギー関連活動 
 輸送・流通（上流） 
 事業から出る廃棄物 
 出張 
 雇用者の通勤 
 リース資産（上流） 
 輸送、配送（下流） 
 販売した製品の加工 
 販売した製品の使用 
 販売した製品の廃棄 
 リース資産（下流） 
 フランチャイズ 
 投資 
 その他（上流） 
 その他（下流） 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E8. 報告対象期間中、貴社における低炭素商品・サービスの研究開発への投資が、売上に占める割合を記入してください。 
関連事項：CDP C4.3c 2022; CDP4.2b 2022; (partially linked to) ISAR A.3.3 
（記述欄に記入ください。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 売上に占める割合（%） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

低炭素商品・サービス研究開発費 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
E9. 貴社は、気候変動適応やレジリエンスを支えるアクションを起こしましたか。 
関連事項：GRI Disclosure 201-2-a-iv (2016) 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 気候変動に対し全社的なレジリエンスを高めるようなアクションを起こしました。 
 サプライチェーンのレジリエンスを高めるようなアクションを起こしました。 
 当社が事業を営む地域社会のレジリエンスを高めるようなアクションを起こしました。 
 気候変動適応とレジリエンス関連のイニシアチブやプロジェクトに出資しました。 
 報告対象期間中に気候変動へのレジリエンスを構築するようなアクションを起こしていません。 
 不明 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
エネルギー・資源利用 
 
E10. 報告対象期間中、貴社のエネルギー総消費量のうち、再生可能エネルギーが占める割合を記入してください。 
関連事項：ISAR B.5.1; GRI Disclosure 302-1 (2016) 
（記述欄に記入ください。「不明」を選択可能。） 
 

 エネルギー総消費量に占める割合（%） 不明 

エネルギー総消費量に占める再生可能エネルギーの割合 _____________ 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________  
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技術 
 
E11. 報告対象期間中、貴社における低炭素商品・サービスの売上が、売上全体に占める割合を記入してください。該当する場合、対象となる商品・サー

ビスの概要（該当する認証など）を補足情報欄に記入ください。 
関連事項：SASB CG-MR-410a.1a; WEF Common Metrics 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 総売上に占める割合（%） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

報告対象期間中の低炭素商品・サ

ービス・総売上額の割合 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
 
追加的環境項目別設問 
 
E12. その深刻度（実際または潜在的に人々や環境に最も重大な負の影響を及ぼすなど）に基づき、貴社の事業やバリューチェーンに関し、下記のうち

いずれをマテリアル（重要）な環境項目として捉えていますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-2 (2021) 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 水 ［設問 E13, E14 にも回答してください。］ 
 森林、生物多様性および土地利用 ［設問 E15-E17 にも回答してください。］ 
 大気汚染 ［設問 E18 にも回答してください。］ 
 廃棄物 ［設問 E19-E21 にも回答してください。］ 
 上記いずれも当社にとってマテリアルな項目ではありません 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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追加的環境項目別：水 
 
E13. 報告対象期間中の貴社の取水と水消費につき、詳しい情報を提供してください。 
関連事項：ISAR B.1.3; CDP W1.2b 2022, CDP W1.2d 2022; SASB CG-HP-140a.1; GRI Disclosures 303-1, 303-3, 303-5 (2018) 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 取水量（メガリットル） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

総量 ________ 〇 〇 
地表水（真水）： ________ 〇 〇 

地下水： ________ 〇 〇 
汽水性の地表水／海水 ________ 〇 〇 

生成された水： ________ 〇 〇 
サードパーティーの水： ________ 〇 〇 

水ストレスが強い・極めて強い地域における取

水量が占める割合（%） ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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 消費量（メガリットル） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

総量 ________ 〇 〇 
地表水（真水）： ________ 〇 〇 

地下水： ________ 〇 〇 
汽水性の地表水／海水 ________ 〇 〇 

生成された水： ________ 〇 〇 
サードパーティーの水： ________ 〇 〇 

水ストレスが強い・極めて強い地域における消

費量が占める割合（%） ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E14. 水ストレスが強い・極めて強い地域における貴社製品の水原単位につき、詳しい情報を提供してください。 
関連事項：CDP 1.3 2022; CDP W1.3a 2022 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

  不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

製品の水原単位（立方メートル／ドル または立

方メートル／商品タイプ）： ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
追加的環境項目別：森林、生物多様性および土地利用 
 
E15. 「保護地域」、「生物多様性の保全の鍵となる地域（KBA）」、またはそれらの近隣地域において、貴社が所有・貸借・管理する敷地の数と面積（ヘク

タール）を報告してください。 
関連事項：GRI Disclosure 304-1 (2016); ISAR B6.1, WEF Common Metrics 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

  不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

敷地の数 ________ 〇 〇 

面積（ヘクタール） ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E16. 報告対象期間中、貴社が所有・貸借・管理する地域で、どれだけの面積（ヘクタール）の自然生態系が転用されましたか。  
関連事項：CDP F1.3 2022; GRI Disclosure 304-1 (2016 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 面積（ヘクタール） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

自然生態系の転用 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
E17. 貴社は生態系の回復と保護を主眼としたプロジェクトを支援・実施していますか。 
関連事項：CDP F6.11 2022; Disclosure 304-3 (2016) 
（各行につき、当てはまるものを選択。記述欄あり。） 
 

 いいえ いいえ。但し、今後 2 年以内に予定し

ています。 はい 「はい」の場合、現在までのプロジェク

ト面積（ヘクタール） 

森林生態系の回復 〇 〇 〇 ________ 

その他生態系の回復 〇 〇 〇 ________ 

植林・森林再生 〇 〇 〇 ________ 

自然再生・環境復元 〇 〇 〇 ________ 

アグロフォレストリー 〇 〇 〇 ________ 

休耕地 〇 〇 〇 ________ 

生物多様性オフセット 〇 〇 〇 ________ 

その他（補足情報を提供してください） 〇 〇 〇 ________ 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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追加的環境項目別：大気汚染 
 
E18. 該当する場合、報告対象期間中の貴社の下記汚染物質排出量を報告してください。 
関連事項：GRI Disclosure 305-7 (2016); ISAR B.3.1 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

大気汚染物質： 排出量（トン） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

NO2 ________ 〇 〇 

SO2 ________ 〇 〇 

揮発性有機化合物（VOC） ________ 〇 〇 

有害大気汚染物質（HAP） ________ 〇 〇 

粒子状物質（PM10） ________ 〇 〇 

残留性有機汚染物質（POP） ________ 〇 〇 

その他（補足情報を提供してください） ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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追加的環境項目別：廃棄物 
 
E19. 報告対象期間中、貴社が排出した廃棄物の総重量をメートルトンで報告してください。 
関連事項：GRI Disclosure 306-3 (2020); (partially linked to) ISAR B.2.1 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 廃棄物排出量（トン） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

固形廃棄物 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
E20. 報告対象期間中の貴社の廃棄物のうち、有害廃棄物が占める割合（例：有害廃棄物比率）を報告してください。 
関連事項：GRI Disclosures 306-4, 306-5 (2020); ISAR B.2.3 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 有害廃棄物比率（%） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

有害廃棄物 ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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E21. 報告対象期間中、バリューチェーンにマテリアルな形で使い捨てプラスチックが消費されている部分につき、その推定消費量をメートルトンで報告し

てください。 
関連事項：WEF Common Metrics 
（記述欄あり。「不明」「該当せず」を選択可能） 
 

 使い捨てプラスチック重量（トン） 不明 

該当せず 
（補足情報を提供してください。） 

 
［記述欄への入力が必須です。］ 

使い捨てプラスチック ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
環境全般 
 
E22. 設定した目標や、直面した課題や、予防・救済に向けて取った行動含め、環境原則を実践するために貴社が報告対象期間中に取ったか、今後取

ることを予定している、その他の実践行動について、簡潔に説明してください。 
関連事項：GRI Disclosures 3-3-c and 3-3-d (2021) for topics GRI 303 (2018), GRI 304 (2016), GRI 305 (2016), GRI 306 (2020), GRI 302 (2016) 
 
（記述欄） 
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腐敗防止 
 
コミットメント 
 
AC1. 貴社には腐敗防止のためのコンプライアンス・プログラムがありますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-c (2021) for the topic GRI 205 (2016) 
（択一式–いずれか一つを選んでください。） 
  
 いいえ。今のところビジネス上の優先課題としていません。 
 いいえ。但し、2 年以内に用意する計画です。 
 はい。［AC1.1 に回答してください。］ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
AC1 で「はい」と回答した方には、以下の設問が表示されます。 
 
AC1.1 「はい」の場合、このプログラムの見直しが最後に行われたのは何年ですか（YYYY）。 
 
（記述欄） 
________________________________________ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
AC2. 貴社には、贈答品や接待、寄付、スポンサーシップ、公務員とのやり取りなどにおいて、利益相反が生じている、またはその疑いがある状況への対

処に関する、従業員向け方針・指針がありますか。 
（択一式–いずれか一つを選んでください。） 
  
 いいえ。方針や指針を策定する予定はありません。 
 いいえ。但し、2 年以内に用意する計画です。 
 はい。より幅広い方針に盛り込まれているか、個別の方針があります。 

 
 
URL、添付資料、または必要に応じて補足情報を提供してください： 
________________________________________________ 
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予防 
 
AC3. 腐敗防止とインテグリティについて、誰が研修を受けていますか。 
関連事項：WEF Common Metrics; GRI Disclosure 205-2 (2016) 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 研修は行われていません。 
 一部の従業員［AC3.1 に回答してください。］ 
 全従業員［AC3.1 に回答してください。］ 
 請負業者［AC3.1 に回答してください。］ 
 直接サプライヤー［AC3.1 に回答してください。］ 
 間接サプライヤー［AC3.1 に回答してください。］ 
 その他－パートナー、顧客など［AC3.1 に回答してください。］ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
AC3 で「研修は行われていません」以外の回答を選択した方には下記の設問が表示されます。 
 
AC3.1. その研修の頻度はどのくらいですか。 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 1 度限り 2 年以上に 1 度 毎年 不明 

一部の従業員 〇 〇 〇 〇 

全従業員 〇 〇 〇 〇 

請負業者 〇 〇 〇 〇 

直接サプライヤー 〇 〇 〇 〇 

間接サプライヤー 〇 〇 〇 〇 

その他－パートナー、顧客など 〇 〇 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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AC4. 貴社は腐敗防止のためのコンプライアンス・プログラムをモニタリングしていますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-e (2021) for the topic GRI 205 (2016); SDG Action Manager - SDG 16: Peace, Justice, and Strong Institutions 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 はい。随時問題の検討を行っています。 
 はい。社内にて従業員による自己評価を行っています。 
 はい。自動で人の手を介さないモニタリングを行っています。 
 はい。外部の独立したモニタリングを行っています。 
 はい。その他の仕組みを通じて行っています。（補足情報を提供してください。）［記述欄への入力が必須です。］ 
 いいえ。腐敗防止のためのコンプライアンス・プログラムのモニタリングは行っていません。（補足情報を提供してください。）［記述欄への入力が必須

です。］ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
実績 
 
AC5. 報告対象期間中に貴社で発生した腐敗事案の総数と性質について報告してください。 
関連事項：GRI Disclosure 205-3 (2016); WEF Common Metrics; ISAR D.2.1 
（各行につき、答えを一つ選んでください。） 
 

 発生件数 事案の性質 不明 開示を望みません。 

報告対象期間中に確認されたものの、発生は前年 ________ ________ 〇 〇 
報告対象期間中に確認され、かつ、報告対象期間中

に発生しているもの ________ ________ 〇 〇 

 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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対応と報告 
 
AC6.  報告対象期間中、貴社は、腐敗の疑いのある事案に対応するために、どのような行動を取りましたか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-d (2021) for the topic GRI 205 (2016); UN Global Compact Reporting Guidance on the10th Principle Against Anti-corruption（2009） – B3 ; 
ISAR D.2.1 
（当てはまるものを全て選んでください。） 
 
 当初の事例評価 
 内部調査 
 リスク・倫理委員会による審査 
 取締役会による審査 
 外部監査・審査 
 その他（補足情報を提供してください。）［記述欄への入力が必須です。］ 
 該当なし・調査期間中に事案なし 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
AC6 で「該当なし・調査期間中に事案なし」以外の回答を選択した方には、選択した各カテゴリーにつき、下記の設問が表示されます。 

AC6.1 そうした行動は、自主的に実施しましたか、あるいは争議や政府規制当局による調査への対応として実施しましたか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-d (2021) for the topic GRI 205 (2016).; Reporting Guidance on the 10th Principle Against Anti-corruption – B3; ISAR D.2.1 
（択一式–いずれか一つを選んでください。） 
 

🔾🔾 そうした行動の半数以下が、争議や政府規制当局の調査への対応として実施されました。 

🔾🔾 そうした行動の半数以上が、争議や政府規制当局の調査への対応として実施されました。 

🔾🔾 そうした行動の全てが、争議や政府規制当局の調査への対応として実施されました。 

🔾🔾 争議や政府規制当局の調査への対応として実施した行動はありません。 

 

補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
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AC7. 貴社は腐敗防止のための集団行動（コレクティブ・アクション）に参画していますか。 
関連事項：GRI Disclosure 3-3-d (2021) for the topic GRI 205 (2016) 
（択一式–いずれか一つを選んでください。） 
 
 いいえ。当面のところビジネス上の優先課題とはしていません。 
 いいえ。但し、2 年以内に参画する計画です。 
 はい（補足情報を提供してください）。［記述欄への入力が必須です。］ 
 
補足情報を提供してください：____________________________________________________________________________ 
 
 
AC8. 設定した目標や、直面した課題、予防・救済に向けて取った行動を含め、腐敗防止原則を実施するために貴社が報告対象期間中に取ったか、今

後取ることを予定している、その他の関連する実践行動について簡潔に説明してください。 
関連事項：GRI Disclosures 3-3-c and 3-3-d (2021) for the topic GRI 205 (2016) 
 
(記述欄) 
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